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細谷隊員 活動報告

地域おこし協力隊 活動報告

地域おこし協力隊とは：都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移動し、地域協力活動や起業・定住に向けた
活動を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組。（総務省HPより）

winter

OB 飯塚 活動報告

明けましておめでとうございます。
11月27日～12月10日まで、ニキフルールさんで開催されていた

「ウィンターセール」にお声掛けいただき、参加してきました‼
内容はジビエアクセサリーの販売と、レザー素材や鹿の角を使用

したワークショップの実施で、有害鳥獣の地域資源としての利活用
について紹介しました。
準備段階からワークショップまで、地元猟友会副会長にご協力を

いただき、一緒に取り組みました。有害捕獲された動物の命を無駄
にせず、素材として活かす取り組みを、捕獲者から来場者に直接伝
える良い機会となりました。
特にワークショップでは、ニキフルールさんや地域の方が積極的

に声をかけてくださったこともあり、たくさんの方に参加していた
だきました。参加者からは「鹿の角を初めてみた」「自分で選んで
作るのが楽しい」といった声をいただきました。
また、獣害被害や狩猟を始めたい方の相談、捕獲方法のコツなど

も発信することができました。
今後もこうしたつながりを大切にしながら、ジビエの利活用や地

域の魅力発信につなげていきたいと思います。

ワークショップの様子

出店の様子

明けましておめでとうございます。花見ヶ原森林公園キャ

ンプ場よりOB飯塚が報告させていただきます。

昨年はクマ報道が過熱した影響により「キャンプに行かな

いで」とご家族に止められたり、溢れる情報の中で何を信じ

て良いのかと躊躇してしまうキャンパーの皆さまを中心に業

界全体も大きく影響を受けたシーズンでした。

しかしクマの目撃情報もほとんどゼロ、例年に比べても少

なく、無事に営業を終えることが出来ました！

写真（上）はいつも来園して下さる“常連“の皆様へ感謝を

こめて冬キャンプイベントを開催した時の様子です。外は氷

点下ですがテントの中は薪ストーブで温々でした！

写真（下）は例年よりも早く12月初旬にまとまった積雪

があり、園内が雪国のように真っ白になってしまった様子で

す。普段よりも急ピッチで閉園作業を終わらせました！

今年4月からは利平茶屋森林公園キャンプ場の運営管理も

選任頂きましたので益々頑張ります。宜しくお願いします！

星空の下、常連客と楽しく冬キャンプ

早くも雪景色の花見ヶ原キャンプ場


